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 夏 石 番 矢  
 
 
	
 ハ ン ガ リ ー で は 、 赤 ん 坊 の 三 人 に 一 人 に 蒙 古 斑 が 出 現 す る

と い う 。 ど こ か 名 状 し が た い 部 分 が 日 本 に つ な が っ て い る ハ

ン ガ リ ー で 、 世 界 俳 句 フ ェ ス テ ィ バ ル ・ ペ ー チ 二 〇 一 〇 が 成

功 し 、俳 句 が ヨ ー ロ ッ パ で 着 実 に 根 付 き 、開 花 し て い る の を 、

暖 か く 穏 や か な 気 持 ち で 実 感 で き た 。  
	
 今 年 、集 中 的 に 文 化 行 事 が 開 か れ る 欧 州 文 化 首 都 の 一 つ が 、

ハ ン ガ リ ー 南 部 の ペ ー チ 。 古 く か ら 東 西 文 化 が 交 差 し 、 古 代

ロ ー マ 遺 跡 も 中 心 部 に 残 り 、 現 在 は キ リ ス ト 教 会 が イ ス ラ ム

教 の モ ス ク 跡 を 利 用 し て い る 、美 し く 洗 練 さ れ た こ の 都 市 で 、

八 月 六 日 か ら 八 日 ま で 、 世 界 俳 句 フ ェ ス テ ィ バ ル ・ ペ ー チ 二

〇 一 〇 が 、 ハ ン ガ リ ー 日 本 友 好 協 会 主 催 、 世 界 俳 句 協 会 支 援

で 実 行 さ れ た 。  
	
 夏 石 の 句 集『 鳥 	
 五 〇 俳 句 』（ バ ラ ッ シ ・ キ ア ド ー 社 、ブ ダ

ペ ス ト 、 二 〇 〇 七 年 ） は 、 す べ て 種 類 の 異 な る 鳥 を 詠 ん だ 夏

石 の 五 十 句 を 、日 本 語（ 作 者 自 身 の 揮 毫 ）、英 語 、ハ ン ガ リ ー

語 で 収 録 し 、 ハ ン ガ リ ー の 女 性 画 家 エ ー ヴ ァ ・ パ ー パ イ の 水

彩 画 が 、 そ れ ぞ れ の 句 に 付 け ら れ て い る 。 こ の 出 版 も 、 今 回

の 俳 句 祭 の 機 縁 と な っ て い る 。  
主 催 団 体 会 長 、 ブ ダ ペ ス ト の カ ー ロ リ 大 学 で 日 本 学 を 専 攻

す る ユ デ ィ ッ ト ・ ヴ ィ ハ ー ル 教 授 の 、 大 家 族 の 母 親 の よ う な

暖 か い ホ ス ト ぶ り が 、 今 回 の 成 功 に 大 き く 寄 与 し た 。  
	
 六 日 の 夕 方 、 メ イ ン 会 場 、 ペ ー チ 大 学 ゲ ス ト ハ ウ ス 、 ホ テ

ル ・ フ ニ ョ ー ル の コ ン フ ェ ラ ン ス ・ ル ー ム で の 、 ヴ ィ ハ ー ル

教 授 の 挨 拶 か ら 開 会 す る 。 す ぐ に 、 同 会 場 の 壁 面 に 展 示 さ れ

て い る 、 イ タ リ ア の ト ニ ・ ピ ッ チ ー ニ の 俳 句 「 い か な る 空 も

／ 鴎 の ／ 飛 行 を 制 限 で き な い 」 な ど と 写 真 に よ る 俳 画 展 、 ヴ

ィ ハ ー ル 教 授 の 教 え 子 た ち に よ る 工 夫 を 凝 ら し た 隣 室 の 俳 句

展 を 参 加 者 全 員 で 楽 し く 鑑 賞 。 夕 食 後 、 ペ ー チ 旧 市 街 の 店 先

の シ ョ ー ウ イ ン ド ー に 飾 ら れ た 各 参 加 者 の 俳 句 パ ネ ル を 、 ま

る で 宝 探 し の よ う に 探 索 。 そ の 際 、 初 対 面 の 面 々 も 互 い に う

ち と け 、 若 い 参 加 者 の 俳 句 に 新 鮮 さ を 発 見 で き た 。  
 
	
 	
 ど の 天 国 の 下 で も ／ ふ た し か な 蝸 牛 に ／ 神 々 は な る  

ア メ リ ア ・ ス タ ネ ス ク （ ル ー マ ニ ア ） 
	
 	
 樫 の 深 い 吐 息 の も と ／ 風 の 恐 怖 に ／ 栗 鼠 は ふ る え る  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ロ ラ ン ド・ホ ロ ー シ（ ハ ン ガ リ ー ） 
	
 	
 レ モ ン の 輪 切 り ／ 空 に 、 私 の テ ィ ー カ ッ プ ／ 闇 を す す る  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ハ イ ナ ル カ・シ ャ ー ン タ（ ハ ン ガ リ ー ） 
 
今 回 の 世 界 俳 句 祭 の し ゃ れ た ポ ス タ ー に は 、 夏 石 の 最 近 作

「 無 意 識 の と ぐ ろ か ら 霧 立 ち の ぼ り 石 が 降 る 」（ 夏 石 番 矢『 ハ

イ ブ リ ッ ド 天 国 』、サ イ バ ー ウ イ ッ ト・ネ ッ ト 社 、ア ラ ハ バ ー

ド 、 イ ン ド 、 二 〇 一 〇 年 収 録 ） が 日 本 語 、 英 語 、 ハ ン ガ リ ー

語 で 印 刷 さ れ 、 歩 道 や 窓 な ど に 飾 ら れ た 。  
	
 翌 七 日 は 、 俳 句 朗 読 が 午 前 と 午 後 の 二 回 、 十 か 国 三 十 五 人

の 参 加 者 全 員 に よ っ て 行 わ れ 、 ヴ ィ ハ ー ル 教 授 労 作 の 多 言 語



版 『 世 界 俳 句 フ ェ ス テ ィ バ ル ・ ペ ー チ 二 〇 一 〇 』 ア ン ソ ロ ジ

ー が 、 フ ル に 活 用 さ れ た 。  
 
	
 	
 鳥 を 入 れ 夕 日 を 入 れ る 雲 は 無 敵 	
 	
 	
 	
 鎌 倉 佐 弓（ 日 本 ） 
	
 	
 惑 星 を 遥 か 望 め ば わ れ は 羊 歯 	
 	
 	
 	
 	
 木 村 聡 雄（ 日 本 ） 

尼 僧 院 の 庭 に ／ 春 の 朝 ／ 双 子 の ペ ン ギ ン  
ス チ ェ パ ン ・ ロ ジ ッ チ （ ク ロ ア チ ア ） 

	
 	
 出 発 直 前 ／ 彼 の 肌 の 匂 い を ／ 深 く 吸 い こ む  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ダ ニ エ ル・デ ュ テ イ ユ（ フ ラ ン ス ） 
	
 	
 修 道 女 の 拳 に ／ レ モ ン 一 個 ／ 日 食  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ペ ー タ ル・チ ュ ー ホ フ（ ブ ル ガ リ ア ） 
	
 	
 湖 の 夕 日 ／ 輝 く 感 嘆 符 ／ あ な た の 一 日 終 わ る  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ユ デ ィ ッ ト・ヴ ィ ハ ー ル（ ハ ン ガ リ ー ） 
	
 	
 次 世 代 の ／ ダ ラ イ ・ ラ マ ／ 浜 辺 で 暮 す  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ロ ブ・フ リ プ ス（ オ ラ ン ダ ） 
 
	
 そ れ ぞ れ の 作 者 の 飾 り 気 な い 俳 句 朗 読 も 、 か え っ て 味 わ い

深 い が 、ハ ン ガ リ ー の ペ ー テ ル・ネ ー メ ス・ミ コ ラ ら に よ る 、

白 衣 や 蝋 燭 を 活 用 し た 、 宗 教 儀 礼 を 思 わ せ る パ フ ォ ー マ ン ス

系 の 俳 句 朗 読 も 印 象 深 い 。  
同 日 の 午 後 、 夏 石 に よ る 英 語 講 演 「 創 造 的 な リ ン ク と し て

の 俳 句 」 は 、 世 界 俳 句 協 会 刊 行 の 『 世 界 俳 句 二 〇 〇 五 	
 	
 第

１ 号 』 か ら 『 世 界 俳 句 二 〇 一 〇 	
 第 ６ 号 』 ま で 六 冊 収 録 の 、

各 国 俳 句 の 優 秀 作 に 共 通 し て み ら れ る 、 自 然 と 人 間 、 こ と ば

と こ と ば の 間 な ど の 新 し い リ ン ク を 指 摘 。 日 本 、 ア ジ ア 、 米

国 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 オ セ ア ニ ア の み な ら ず 、 ア フ リ カ 俳 句 ま で

言 及 し た 。  
講 演 に 引 き 続 き 、『鳥 	
 五 〇 俳 句 』収 録 俳 句 を 、こ の 本 の ハ

ン ガ リ ー 語 訳 を 担 当 し た ヴ ィ ハ ー ル 教 授 と 夏 石 で 朗 読 し た 。  
夜 は 旧 市 街 の レ ス ト ラ ン ・ ベ ラ ジ ア で の セ レ モ ニ ー 。 伊 藤

哲 雄 駐 ハ ン ガ リ ー 日 本 大 使 が ハ ン ガ リ ー 語 で 挨 拶 。 夏 石 は 、

『 鳥 	
 五 〇 俳 句 』 収 録 の 「 こ う の と り 法 王 の 冠 へ 藁 運 ぶ 」 な

ど を 日 本 語 と ハ ン ガ リ ー 語 で 揮 毫 し た 色 紙 を 、 主 催 者 に 贈 呈

し た 。 日 本 と ク ロ ア チ ア の 音 楽 も 演 奏 さ れ た 。  
最 終 日 八 日 の 吟 行 俳 句 コ ン テ ス ト で は 、 最 遠 の ニ ュ ー ジ ー

ラ ン ド か ら 参 加 の ド ッ ク ・ ド ラ ム ヘ ラ ー の 俳 句 「 蛙 の 像 ／ 池

に 飛 び 込 ま ず ／ 沈 黙 の 音 」 が 、 第 一 位 を 獲 得 し た 。 彼 は 帰 国

後 の 九 月 に 、 住 ん で い る ク ラ イ ス ト チ ャ ー チ で 大 地 震 に 遭 う

が 、 彼 自 身 と 自 宅 は 奇 跡 的 に 無 事 だ っ た 。  
こ の 世 界 俳 句 祭 に つ い て の 記 事 が 、 ブ ル ガ リ ア 、 日 本 、 ハ

ン ガ リ ー で 新 聞 に 掲 載 さ れ 、 世 界 俳 句 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ か

ら 読 め る よ う に な っ て い る 。  
 


